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超小型3軸加速度センサーをもちいた内側型変
形性膝関節症の評価　一1atera1・thrustの客観的
指標として一
（大学院単位取得・整形外科学専攻）
○井上　宣克
（整形外科学）
　吉野　聡一、番場　泰司、上野　竜一
　山本　謙吾
【目的】　3軸加速度センサーにより、歩行時の膝関節
の加速度変化を測定し、さらに振動成分と運動成分に
分離し解析することで、内側型変形性膝関節症におけ
る歩行時の膝関節の不安定性やlateral　thrustの客観的
評価を行った。
【方法】症例は健常群例20膝20例、変形性膝関節症
（Kellgren＆Lawrenceのgrade分類grade　IV）21膝17
例を対象とした。うち9例に対し全人工膝関節置換術
（以下TKA）を施行、術前と術後3～4週の計測を実施
した。計測には3軸測定の可能なアナログディバイス
昇藤ADXL202E加速度センサーを使用した。セン
サーを腓骨頭部に固定し10mの平地歩行における体
幹上下、左右、前後方向の加速度変化を測定した。
【結果】歩行時の前後方向の運動成分や上下方向の
振動成分より膝関節に着地衝撃が伝わる時期を捉え、
歩行周期を同定できた。変形性膝関節症群では上下方
向の振動成分が検出されたと同時に、加速度変化は外
側方向に向かう緩やかに増加する運動成分の加速度
のピークを形成した。これに対し、健常者群は急激な
外側方向の加速度変化を認めた。
【考察】上下方向の振動成分より、膝関節に着地衝撃
の振動が伝わる時期が同定できた。この際、変形性膝
関節症群では左右方向の振動成分が検出されたと同
時に、加速度変化は左右方向で外側に向かい、緩やか
なピークを形成した。これに対し、健常者群は内側方
向に加速した後、急激に外側方向に変化した。変形性
膝関節症群のTKA施行後の計測では、運動成分の前
後、左右方向で優位にピーク値の減少と加速度変化の
改善を認めた。
【結論】加速度測定により立脚期初期の膝関節の動
揺性や、lateral　thrustの加速度変化を定量化すること
で、歩行時の不安定性を評価できた。また、加速度測
定により術前歩行時の外側動揺性はTKA施行後に改
善することが客観的に確かめられた。
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【目的】近畿外分光法（以下NIRS）は体表面から田
面外光を照射し、生体組織からの反射光を計測するこ
とで組織中（毛細血管床）の血液の酸素化状態の計測
が可能で、これにより組織の相対的酸素代謝を測定す
るものである。
　今回われわれは、変形性膝関節症（膝OA）患者に
おける外側広筋（VL）の有酸素能をNIRSにより測
定し、その骨格筋機能の評価指標としての臨床的意義
につき検討した。
【対象および方法】全人工膝関節置換術（TKA）前
後の膝OA患者30人を対象とした。対照者は健常人
30人とした。手術直前・手術1ヶ月後・3ヶ月後に、膝
機能評価、等尺追浜伸展最大筋力（100％MVC）およ
び、Vしの筋有酸素能を測定した。BIODEX⑭を使用し
た最大随意収縮力の30％強度（30％MVC）での等張
性膝伸展運動後における、Vしの筋内酸素化ヘモグロ
ビン回復時間（HbO2－Tr）と筋内脱酸素化ヘモグロビ
ン回復時間（Hb－Tr）を評価、検討した。
【結果】膝OA患者では術前のHbO2－Tr、　Hb－Trは対
照と比較し有意に延長しておりVしの有酸素能は低
下していた。TKA患者では、術後1ヶ月時HbO2－Tr、
Hb－Trは短縮傾向を示し、術側Vしの有酸素能は比較
的早期に改善を示した。これは、術後3ヶ月で改善を示
した筋力ならびに移動能力の回復に先行していた。
【考察】NIRSによるHbO2－Tr、　Hb－Trの測定は比較
的簡便かつ非侵襲的に骨格筋機能の指標である下肢
有酸素能を評価することが可能であり、Vしの有酸素
量の評価は治療に見込まれる機能的改善をより早期
に予測できる可能性を有すると思われた。
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